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が始まったのは 1985 年 4 月 20 日の 1号からだから、毎月きちんと発行されていれば、No.36

は 1988 年 3 月 20 日号ということになるが、実際には 1990 年 8 月 20 日号が No.36 である。

どうやら毎月きちんと発行されなかったようである。そのことを非難するつもりなど毛頭

ない。山村通信を譲ってくれた I君から「星のたより」について聞くこともなかったから、

山村通信のように製本されたものはないのだろうと想像している。 

「山村通信」は創刊号に書いてあるように、山村文化研究所の月報であるから、政治・

文化への批評の様な記事が多く、ほとんど毎号最後に「麓書亭の窓から」という随筆のよ

うな文章が書かれている。この麓書亭は読書亭をもじったことは明らかだし、1号にその説

明が書かれている。 

「麓書亭」というのは、山村文化研究所と私の自宅を兼ねている建物につけられている

名前です。初夏に新緑、秋の紅葉の見事な山の麓にあって、書斎から廊下まで、壁面とい

う壁面には余すところなく、書棚が取り付けられていて、約 15000 冊の書物と資料が詰ま

っています。山の麓にあって書物に囲まれた建物というわけで『麓書亭』と名付けてあり

ます。 

ここまで書いてお分かりのように「山村通信」は山村文化研究所の月報として、主に山

村にまつわる政治・経済・文化について論じられているページが多く、「星のたより」廃

刊以降は、随時「星のたより」が挿入されているが、そのページは僅かである。 

しかし、なかなかの読み物ではある。さて、この冊子、国立天文台図書室へというのも

そぐわないと思い、筆者の「城」の書架に収まっている。 

 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


